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中世ゲーム事情
チェスと競 馬
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国立民族学博物館教授

西尾 哲夫

1.ル ークの語源 はル フ鳥?一 チェス ー

現在、アラビアンナイ ト(「千一夜物語」「千夜一夜物語」)

として知 られている長大な物語集は、アッバース朝(七 五〇

～一二五八)の 首都バグダー ドで原型が成立 したのではない

かとされている。日本でいえば華やかな貴族文化が栄えた平

安朝にあたる。ちなみに二〇〇八年は 「源氏物語千年紀」と

いうことでさまざまなイベ ントが催 されたが、アラビアン

ナイ トの原型が登場 したのも源氏物語の成立とほぼ同 じころ

だった。

成立当時のアラビアンナイトがどのような形をしていたか

はよくわかっていない。題名には 「千一夜」とあるが、実際

に千一夜分の物語が収録されていたかどうかも、今となって

は闇の中といった状態である。だが同時代資料などから、八

ないし九世紀ころにはすでに語 り手シェヘラザー ドが登場す

る物語集が実在 したことがわかっている。

ここで少 し世界史をおさらい してお くと、アッバース朝は

イスラーム文明の黄金期 にあたるとされてお り、首都バグ

ダー ドは東西交易の中心地 となって空前のにぎわいを見せ

た。アラビアンナイトに採録されている 「バグダー ドの荷担

ぎ屋 と三人の娘たちの物語」は、官能と伝奇的要素が渾然一

体 となった傑作 として名高いが、娘の一人がバグダー ドの市

場で世界各地から集まった品物 を次々と買ってい く場面は、

当時の物流事情を示す社会資料 としても注 目されている。

「カフェでチ ェス を指すアー リマ(ダ ンサー)」
オリエンタリス ト画家 と して知 られるジェロームによる

この 「バグダー ドの荷担 ぎ屋 と三人の娘たちの物語」は、

いわゆる枠物語の体裁をとっており、娘たちが暮 らす豪壮な

屋敷 を訪れた三人の遊行僧 らが数奇な身の上を語るという構

成になっている。そろって左 目を失っている三人の遊行僧は

全員が異国の王子なのだが、わけあって流浪の身となり、バ

グダー ドにたどりついたのだった。

第二の遊行僧は父王の使いとなってインドをめざすうちに

盗賊 にあって所持品を奪われ、 しかたな く樵(き こり)に 身

をやつ して世すぎをするうちに、イフリー ト(魔 人の一種)

の愛人と一夜 をす ごす ことになる。事実を知ったイフリー ト

は王子 を猿(ヒ ヒ)の 姿に変えてしまうのだが、言葉 こそ話

せないものの人としての知性は変わらず、チェスの腕はいさ

さかも衰えていなかった。

ここで王様はチェス盤を持ってこいと命 じられ、わた ぐしに

向かってこう訊ね られ ましたr一 局、 さしてみるかなPゴ 。

わた ぐしは、はいとうなず ぐと王様の御前まで進み、駒 を並

べて王様相手に二局 をさしたのでございます。そして二度 と

もわた ぐしが勝者 とな りました。王様は驚 きのあまりに言葉

も出ません。そこでわた ぐしは筆入れをとりだすと、葦ペン

をさらさらと走 らせて次の詩 を書いたのでございます……

(バー トン版 アラビアンナイ トよ り♪-/

この話以外 にもアラビアンナイ トには、チェスを指す場面

が何度か登場する。アッバース朝歴代 カリフにはチェスを愛

好する者が多 く、名手を集めた御前試合などもあったらしい。

チェスは古代 インドか らペルシアやアラブを経由して ヨー

ロッパにもたらされたとされている(日 本にも伝わって将棋

となった)。 アラビア語でチェスを意味する単語 「シャトラ

ンジュ」は、サンスクリットの 「チャトランガ」に発すると

され、これは 「四つの軍団(歩 兵、騎兵、象、戦車)」 を意

味 している。

アッバース朝のころのチェスは、駒の形もルールも現代の

ものとはかなり異なっていたようだ。九百年ころのアラビァ

語文献によると、「ウマイヤ朝(六 六一～七五〇)の ころには、

ボーンは人間の形をしてお り、象や馬の形の駒 もあった……

私はそのような駒をたくさん見たことがあるが、現在では使

われていない」。

現代のチェスにはルーク(rook)と いう駒があり、普通は

塔の形で表現 されている。なぜ塔の形で表現されるように

なったかについてはいろいろな意見があるが、ルークはアラ

ビアンナイ トに登場する巨鳥ルフ(rukh)に 由来するのでは

ないかとも言われてきた。ゾウをさらって食うという巨鳥ル
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フ は、 古 代 ペ ル シ

アの 伝 説 に 登 場 す

る神 秘 的 な 鳥 シ ー

ム ル グ に 起 源 を持

つ と さ れ て い る。

「シ ン ドバ ー ド航

海 記 」 で は、 主 人

公 シ ン ドバ ー ドが

ル フの 足 に体 を く

く りつ け て 窮 地 を

脱 して い る 。

巨 鳥 ル フ とチ ェ

ス の ル ー ク との 関

係 につ い て は よ く

わ か っ て い な い よ

う だ が 、 ダ ミ ー

リー(八 八 〇 年 死

ロク(ル フ)鳥 の足につか まるシン ドバ ッ ド(エ ド

マン ド ・デュラック画、1914年)

去)の 『動 物 生 活 誌』 に はル フ鳥 につ い て の 記 載 が あ り、 こ

の 言 葉 は チ ェ ス の 駒 と して も使 わ れ て い る と書 か れ て い る 。

また ザ ビー デ ィー(一 二 〇 五 年 死 去)も 彼 の 大 辞 典 『ター ジ ・

ア ル ア ル ー ス』 の なか で 、 「ル ッ フ(Rukhkh)は チ ェス の 駒

で あ る」 と述 べ て い る。

だ が 中 世 の ア ラ ビア 語 文 献 に は 、 正体 の よ くわ か ら ない 同

名 の 生 物 も登 場 す る。 十 二 世 紀 の 人 マ ル ワー ジー の 著作 に 出

て くるル フ(rukh)は 鳥 で は な くてふ た こぶ ラ ク ダ に似 て お

り、 二 つ の こぶ を持 つ とい う。 マ ル ワー ジー は 「ル フ は風 よ

りも疾 く走 って獲 物 を追 い つ め て しま う。獲 物 が 木 の 上 に逃

げ て し ま う と、 ル フ は シ ャベ ル の よ う な形 の 尾 を広 げて そ こ

に排 尿 す る 。 そ れ か ら尾 を振 りま わ して 尿 を獲 物 に か け る 。

ル フの 尿 をか け られ た 獲 物 は死 んで しま う。 チ ェス の ル フ は

この 動 物 に ち な んで 名 づ け られ た 。 この 駒 は他 の ど の駒 よ り

も強 力 だ か らだ 」 と続 け て い る 。

ち なみ に中 世 に使 わ れ て い た ル ー ク駒 の 中 に は、 中央 部 が

へ こ み両 端 が 突 出 したM字 形 の もの もあ っ た 。 チ ェ ス の 愛

好 者 だ った とい うハ ー ル ー ン ・ア ッ ラ シー ドが 手 に した ルー

クが どの よ う な形 だ った か は、 残 念 なが ら現 時 点 で は よ くわ

か ら ない 。

2.競 馬 とポ ロ

現代の首長国連邦ではラクダレースがさかんに行われてい

る。最近では、日本のテレビ局がロボット騎手を用いたレー

ス模様を放映 して話題になった。一般の日本人の感覚 として

は、ラクダは馬よりも遅いだろうと思ってしまうのだが、競

争用のラクダは時速五十キロメー トル前後で走ることができ

るそうだ。ナポレオンのエジプ ト遠征時に現地のラクダとフ

ランス軍が連れてきた軍馬を競争させたところ、軍馬はラク

ダに追いつけなかったという話 もある。これに目をつけたナ

ポレオンはラクダ騎兵部隊を新設 した。彼は軍装 もアラブ風

にするつ もりだったが、それだけはいやだという部下の猛反

対を受けて断念 したらしい。フランス軍ではラクダを使った

救急部隊も創設 され、ラクダ不足 を補 うために周辺の遊牧民

からラクダを徴発 しまくったそうだ。

中東は名馬の産地でもある。サラブレッドがアラブ馬から

作出されたことは、ここで くりかえすまで もないだろう。馬

の交配や飼養、調教や馬術をめ ぐっては数多 くのアラビア語

文献が残っている。ちなみにアラビア語で 「人相占い」を意

味するフィラーサと馬を意味するファラスは同じ語源から来

ている。馬は大切な財産だったから、馬市で騙されて癖のあ

る馬や病気のある馬を売 りつけられないように、馬 目利 きに

なっておく必要があったのだ。

アッバース朝の歴代カリフは、競馬場を設置 して馬術や各

種競技の振興に努めたことが知られている。戦争で勝利を得

るには馬術の鍛錬が不可欠だったからだ。ただ し競馬といっ

ても勝負 を予想して観客が賭けをするのではな く、優勝者が

賞金や賞品を獲得するしくみだった。

上流階級は多 くの名馬を所有してお り、当時の年代記作者

によると、ハールーン ・アッラシー ドの命によってバルマク

家のジャアファルが開催したレースでは、ジャアファルの所

有馬がカリフの馬を負かしてしまったという。別のレースで

はハールーン ・アッラシー ドの所有馬が優勝し、カリフは躍

りあがって喜んだそうだ。もっとも馬を用いた競争は金がか

かったから、一般庶民はラクダ、ロバ、イヌ、伝書 バ トなど

の競争を楽しんでいたらしい。

当時の記録によると、競馬には細かいとりきめがあ り、走

る距離なども馬の年齢によって細分されていたらしい。ある

記録によると、三歳馬(現 代のダービー出走馬 と同 じ馬齢)

は約一万一千メー トルのコースで勝負を競ったという。電光

掲示板がなかった時代だか ら、 きわ どい レースになって し

まった場合の賞金配分法についての規定もあった。勝利馬は

豪華な賞品を得ることができたが、末等になってしまった馬

は嘲笑の対象となった。年代記 「黄金の牧場」を著 したマス

ウーディーによると、末等の馬は首に縄 をかけられて鞭を手

にした猿を背中に乗せ られたという。

バグダー ドが建設された三十年後、カリフのマフディーが

最初の競馬場を造った。これ以後も歴代のカリフが各地に同

様の施設を造 り、競馬やポロなどを楽 しんだ。ペルシア起源

のポロはウマイヤ朝のころにアラブ世界にもたらされと言わ

れてお り、現代と同じようにふた組にわかれて馬をあやつ り

ながら長いスティックで球を追うスポーッだった。

ポロは上流階級の娯楽としてたいそうな人気があったらし

い。ハールーン ・アッラシー ドをはじめとする歴代カリフや

宰相たちはポロの愛好者だったことが知られている。アラビ

アンナイトにもポロをめ ぐる物語があ り、そのうちのひとつ

「ユーナーン王 と ドゥバーン賢者の話」では、ハ ンセン氏病

におかされたユーナーン王が、 ドゥバーン賢者から贈 られた

特殊なポロ用スティック(握 りの部分に薬が塗 りこめられて,

いた)を 使うことによって治癒する話が物語 られている。ち

なみにこの物語に登場する古典的な殺人 トリックは、シ ョー

ン ・コネリー主演の映画 「バラの名前」でも使われている。

今回はチェスと競馬をとりあげたが、中世アラブ世界の

人々は、これら以外にもさまざまなゲームを楽 しんでいたよ

うだ。盤上ゲームとしてはチェス以外にバ ックギャモンにも

人気があった。

「遊びをせんとや生 まれけむ」 とは平安期にまとめられた

歌謡集 「梁塵秘抄」にある一節だが、洋の東西を異にすると

はいえ同じ時代に生きていたアッバース朝期の人々も遊ぶこ

とが大好 きだったに違いない。
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